
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

                                                                                                                                                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

                  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 
 

 

 

◎司会        ＳＡＡ・親睦委員 小泉  博 

 

◎開会点鐘            会長 入沢 修自 

 

◎国歌「君が代」斉唱 

ロータリーソング「我等の生業」 

          ソングリーダー 吉沢 洋景 

◎「四つのテスト」唱和   

ＳＡＡ・親睦委員 小泉  博 

   

◎お客様紹介           会長 入沢 修自 

 卓話講師  地区青少年交換委員長 飯室  肇様 

 

◎会務報告            会長 入沢 修自 

 本日例会終了後に第6回定例理事会がございます。 

 役員・理事の皆様は、事務局にお集まりください。 

 その他の報告事項はございません。 

 

◎幹事報告            幹事 田崎 博実 

 配布物：○ロータリーの友12月号（ホノルル大会に 

行こう 国際大会パンフレット） 

→ 訂正：日本航空株式会社と株式会社ト 

     ラベリオの連絡先が逆です。 

     ○クラブ創立30周年記念事業式典実行委員 

会組織 

→ 訂正：①理事会で承認済みのため、 

（案）の削除 

           ②企画委員会欄の「入沢 修」 

            を「入沢 修自」 

           ③「菊地 敏」を「菊池 敏」 

 回覧物：○2020年5月17 つながろうあなたのロー 

      タリーフェスティバルご協賛のお願い 

※ポロシャツ・トートバック購入やプログラ

ムに企業名記載等、諸々ご希望の方は、事

務局にサイズ・色等をお知らせください。 

○バギオ基金 2018 年度事業報告および事業

への基金寄付のお願い 

 

 

 

 

 

 

○クリスマス例会出欠 

    ○2019-20年度地区大会のご案内（出欠）お 

よび地区大会プログラム 

その他：○他クラブ例会変更は事務局にお問合せ 

    ○千葉台風19号被災者救援金の募金箱を回 

しますので、ご善意のほどお願いします。 

 

【 委員会報告 】 

 

◎Ｒ財団・米山奨学委員会   委員長 森本 由美 

★千葉台風19号の義捐金のお願い 

・先月、台風15号の義捐金を全て 

の会員からご協力いただきまし 

た。ご協力有難うございました。 

・大変な被害となりました台風19 

 号に関して、今から募金箱を回し 

ますので、再びロータリーを挙 

げて支援金のご協力を賜りたくお願いします。 

・次週、沖縄首里城火災の復旧に関する義捐金のご協力 

をお願いする予定です。 

 

◎クラブ創30周年記念事業・式典 実行委員会  

委員長 吉沢 洋景 

・先程、田崎幹事より説明がありま 

した「クラブ創立30周年記念事 

業式典実行委員会組織」の資料は 

再配布しませんので、各自でご修 

正ください。 

・先週、理事会で委員会組織につい  

て承認を得ましたので、企画委員会は解散となり、実 

施委員会が動き出しますので宜しくお願いします。 

・これからのクラブを担う若手会員のスキルアップを図 

っていきたいと考えております。 

若手会員を盛り上げていきたいと思いますので、各委 

員会の委員長の方々はご指導のほどお願いします。 

・これからは足立統括委員長にはご苦労をお掛けします 

 が宜しくお願いします。 
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◎クラブ創立30周年記念事業・式典 実施委員会 

統括委員長 足立 潤三郎 

 周年事業は各クラブにて大変骨を折られている事業 

 と思われます。私も受けたからには、当クラブとし 

て恥ずかしくない、当クラブにしか出来ないこと、当 

クラブだから出来ることを皆様と一緒に考えていき 

ながら、本年の流行語の「ONE TEAM」でやっていき 

たいと思います。皆様のご協力無くして周年事業の成 

功はないと思いますので、宜しくお願いいたします。 

 

◎出席報告     出席奨励委員会 足立 潤三郎 

会員総数                28名 

出席義務免除者           6名 

出席者数 出席義務者           15名 

出席免除者        6名                                     

計                26名 

 

出席率    21/27  = ７７.７８％ 

第1277回(11/20)訂正出席率 ７０．３７％   

 

◎ニコニコＢＯＸ  ＳＡＡ・親睦委員 伊澤ケイ子 

 地区青少年交換委員会 

 飯室 肇様 青少年交換プログラムへのご理解 

       ご協力をお願い致します。 

入沢 修自 本日は青少年交換留学生の卓話  

飯室様宜しくお願いします。   

田﨑 博実 本日、間に合いました。 

峯岸  忠 飯室様卓話宜しくお願いします。 

      紅葉もそろそろ終わりますね。 

足立潤三郎 東京蒲田RCの飯室様ようこそお越し 

いただきました。 

 村上  久 飯室様卓話宜しくお願いします。 

森本 由美 飯室様ようこそいらっしゃいました。 

大槻 一夫 飯室様卓話宜しくいお願いいたします。 

菊池  敏 地区し少年交換委員長 飯室様よう 

こそ！ 

 林田 敏誠 飯室様 卓話宜しく願いたします。 

 小泉  博 飯室委員長ようこそ 卓話宜しく 

お願いします。 

  関岡 俊二 飯室様卓話楽しみにしています。 

 遠藤 二郎 飯室委員長ようこそ。 

 杉山 真一 お客様ようこそ卓話宜しくお願い 

致します。 

 鈴木 俊之 お客様ようこそ。 

 守田  亨 お客様ようこそお越しください 

ました。 

 初野 有人 クリスマス・正月はハワイ 

です！！ 

 伊澤ケイ子 お客様ようこそ。 

 

本日の合計￥２１，０００（累計￥３３５，００３） 

 

 

◎卓話者紹介          幹事 田﨑 博実 

 地区より、「地区青少年交換委員会」委員長の飯村 肇 

様にお越しいただきました。 

宜しくお願いいたします。 

 

◎卓話「青少年交換留学生について」 

    地区青少年交換委員会 委員長 飯室 肇様 

 

本日はお招きいただきまして

誠に有難うございます。 

貴クラブにて青少年交換プロ

グラムのホストクラブとして

の受け入れをご検討いただい

ていると伺っておりますので、

本日はホストクラブとして行

なうことを中心にお話をさせていただきたいと思いま

す。 

実は私の息子が5年程前に、メキシコに行かせていただ

いた経験があります。お恥ずかしい話ですが、息子から

「ＲＣで留学をしたい」と言われたときにＲＣの存在を

知りませんでした。その後、息子が運良く試験に合格し、

青少年交換の派遣候補生となり、私も保護者として青少

年交換プログラムに携わることになりました。 

候補生は、1度合格すると1年間、委員会で研修を受け、

その1年後に海外に行くことになり、2年間お付き合い

をさせていただくことになりました。 

息子の帰国後、息子の成長を見て、「本当に素晴らしい

プログラムであった」と感じました、スポンサーになっ

ていただいたのが「東京蒲田ＲＣ」で、このご縁でお誘

いをいただき、恩返しの気持ちで東京蒲田ＲＣに入会さ

せていただきました。入会した途端に息子のときの経験

から青少年地区に行ってほしいとの要望を受け、半年で

地区に出向となりました。現在4年目で地区青少年交換

委員会の委員長になることになりました。私のＲＣ歴と

青少年交換プログラムとが同期間となっております。 

本日は国際ＲＣの5大奉仕部門の内、青少年奉仕につい

てのお話となります。青少年奉仕とは、「若い世代の人

達を将来のリーダーに育てようというプロジェクト」や

「国際奉仕プロジェクトへの参加等、世界平和・異文化

への理解を深めて育む交換プログラム」を通じて、青少

年が将来を変えていくことを目的にされているのでは

ないかと思っております。 

 

【青少年交換プログラムの概要】 

 ・現在100か国で400の地区となる。 

 ・毎年8,000人学生が相互の国で交換派遣している。 

 ・日本からは毎年200人の学生が派遣されている。 

  （当地区では8人の学生が派遣され、8人を受け入 

れている。） 

 ・単なる語学留学ではなく、小さな親善大使として世 

界平和に寄与することが目的。 

本プログラムは国際ＲＣが推奨する常設プログラムで

す。委員会は、あくまでも皆様のサポートをする役割で、

世界中の各クラブが主体のプログラムとなり、世界中の



各クラブ間での交換派遣が本当のスタイルとなります。 

よく、「世界中の全高校生が、ＲＣの交換派遣を通じて

色々な国に行っていれば、絶対に戦争は起きないのでは

ないか」と言われております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【青少年交換の歴史】 

 ・1920年代にヨーロッパの少数のクラブ間でスター 

トした。 

 ・ロータリアンのお子様を隣のクラブのロータリアン 

に面倒を見てもらうということが始まり。 

その後、規模が拡大され国を超えることになった。 

（第2次世界大戦中は中断） 

 ・1950年に、現在の青少年交換の原型となり発展。 

 ・1974年に、国際ＲＣの常設プログラムとなった。 

 ・当地区では、1963年にオーストラリアとの交換が 

第1号となった。 

 

【当地区の現在の状況】 

 ・同国間で8人の相互交換中。 

 ・今年7月の選抜試験合格者8人が、現在の来日学 

生と一緒に、毎月委員会が開催する研修に来ても 

らい、スピーチやディスカッションを実施。 

 ・来年3～5月に現在の来日学生が、各クラブで卓話 

  を実施する予定あるため、委員会にて卓話の練習の 

実施。 

 

【ホストクラブの役割】 

「ホストクラブ」と「スポンサークラブ」があります。 

  ○ホストクラブ：来日学生の受け入れクラブ 

  ○スポンサークラブ：日本の派遣候補生のスポンサー 

 ご検討いただきたいのはホストクラブです。 

 ホストクラブにお願いしたいのは、次のとおりです。 

 ・カウンセラーの任命 

 ・来日学生のホストファミリーを探す。 

 ・受け入れ学校を探す。 

 ・ビザ申請準備（学生が来日する春先に実施） 

  

【カウンセラーの役割】 

 カウンセラーは少しハードで大変な役割となります。 

 ・ホストファミリーや来日学生との連絡、連携。 

 ・地区、委員会との連絡、連携。 

 ・来日学生の生活指導と悩み相談。 

  ○カウンセラーは来日学生の親代わり。 

  ○学生は当初、日本語をほとんど話せないケースが  

多い。 

  ○悪いことをしたときは叱る。    等  々

 ・ホストファミリーとの兼任は不可。 

  （来日学生の専属相談先の立場となるため） 

 ・学校との連携、連絡。 

 ・ホストファミリー間の情報共有。 

 ・各ホストファミリーの期間の調整。 

  （理想は1ファミリー2～4ヶ月、3～5ファミリー） 

 ・カウンセラー報告書、ホストファミリー報告書、来 

日学生の報告書の取り纏め、提出（毎月、委員会へ）。 

 ・来日学生の行事出欠判断（学校、ファミリー）。 

 ・基本、授業料免除の学校を探す。 

  （多摩東グループのエリアは、来日学生に慣れてい 

   る学校があるので、委員会でも紹介ができる可能 

性があります。） 

 ・日本語講習の有無、制服の有無（貸与または購入）。 

 

【ホストクラブの予算の策定】 

来日学生1人当たり、200万円程度の予算が必要です。 

 ・ホストクラブの負担 

  〔約100万円～120万円〕 

   ☆毎月15,000円のお小遣い 

   ☆通学およびＲＣ行事出席のための交通費 

   ☆国民健康保険料 

   ☆携帯電話の基本料金 

   ☆ホストファミリーの補助金（3,000円×日数） 

    ※昼食はお弁当を持参させることが多いが、昼 

     食代が必要なときは、700円／日を与える。 

   ☆学校での費用（制服代、教科書代等） 

   ☆地区行事への参加費 

 ・ホストファミリーの負担 

  〔クラブより3,000円×日数分の補助を受ける〕 

   ☆週末等の家族小旅行や家族での娯楽費 

   ☆クラブが認めた費用以外のもの 

  ※昼食はお弁当を持参させることが多いが、昼 

   食代が必要なときは、700円／日を与える。 

 ・地区の負担 

   ☆派遣受け入れのための事務費。 

   ☆地区青少年交換委員会主催のオリエンテーシ 

ョン費用。 

   ☆地区青少年交換委員会主催の行事、キャンプ費 

用の一部。 

   ☆ホストクラブへの補助金（80万円） 

 

【ホストを実施する時期】 

 ・来年8月末頃～再来年6月30日まで（約10ヶ月） 

  ※来年はオリンピックのため、例年と少し違います。 

 

【年間スケジュールの見通し】 

 ・年2回の公式式典 

   ☆帰国報告会、来日学生の歓迎式（9月） 

   ☆来日学生の修了式（6月） 

 ・スプリングキャンプの実施 

  （3月後半に3泊4日で京都、広島にて） 

  ※費用は来日学生が持参のためクラブの負担無し。 



  

青少年交換プログラムの今年のテーマは「小さなつなが

りから大きなテーマ」となります。子供たちは高校生と

いう若い時期に海外に行くということは、非常に何でも

吸収できることになると思います。彼らの人生が変わる

素晴らしいプログラムです。是非、我々ロータリアンは

外国の子供たちを迎えて、国内にいながら国際奉仕がで

きますので、彼らの未来のためにご奉仕をお願いできれ

ばと思います。 

 

〔質疑応答〕 

 

田崎幹事：留学生の方達は、どのような国のどのような 

家庭の子供たちでしょうか。 

 

ご回答： 来年の来日学生は7か国からの8名となりま 

す。「アメリカ」、「メキシコ」、「ブラジル」、 

「イタリア」、「フランス」、「ベルギー」、「ド 

イツ」です。基本、ロータリアンのご子息の 

子もいますが、一般の家庭の子が多いです。 

国によっては、日本のように研修を実施する 

国と、研修を実施しない国があります。 

また、日本が第一希望の子供が多い状況です。 

中でも、行くなら「東京」を希望する子供が 

多く、我々の地区は人気が高いです。 

日本に興味をお持ちの子供が多いため、ホス 

トファミリーもやり易い状況ではないかと 

思います。 

但し、以前インドから来日した学生は、日本 

の食文化に馴染めず、ホストファミリーが作 

った食事が全く食べることができなかった 

といった事例がありました。 

その際、ホストファミリーにもストレスを与 

えてしまいました。 

それを受けて、我々、地区青少年交換委員会 

は、「日本が第一希望の子供達」をリクエス 

トしておりますので、今は大きなトラブルに 

なるような事例は起きておりません。 

 

田崎幹事：男女比はいかがでしょうか。 

 

ご回答： 男女比は分かりませんが、圧倒的に女の子が 

多い状況です。1～2名が男の子のケースが 

多いです。因みに本年の来日学生は、全員女 

の子です。来年の子供達の男女比率は、まだ 

分かっておりません。 

 

入沢会長：国民健康保険のお話がありましたが、来日学 

生はどのような立場になるのでしょうか。 

 

ご回答： 基本は日本に留学ビザの形で来ていますので、 

日本での滞在を認められている学生です。 

国民健康保険に加入となります。 

子供達は、前年度の収入が全くありませんの 

で、保険料は大凡2,000円～3,000円の保険 

料になると思います。 

ただ、子供たちは損害保険に加入して参りま 

すので、大きな怪我は損害保険を使い、風邪 

程度であれば、国民健康保険と使っていただ 

     いております。 

 

入沢会長：子供達の住所はどこにおきますか。 

 

ご回答： 最初のホストファミリーのお宅として 

     います。 

 

森本会員：米山奨学生はとても頭の良い子が多いのでは 

ないかと感じていますが、留学生の場合はい 

かがでしょうか。 

 

ご回答： 国によって違います。 

     試験がなく、面接だけで決めている国もあり 

ます。試験がある国は、自分の希望国を成績 

順に決めているといことも聞いています。 

日本は人気の高い国なので、日本には比較的 

成績の良い子が来ることが多いです。 

但し、国によって選考方法が違いますので、 

面接だけで来日する子がいるのも事実です。 

 

 
 

 

◎閉会点鐘           会長 入沢 修自 

本日、飯室様には急な日程調整をしていただきました。 

東京蒲田ＲＣよりお越しいただきました。 

飯室 肇様、本日は卓話を有難うございました。 

 

（今週の担当 守田  亨） 


